
高 

等 

学 

校 
 
 
 

国 

語 

科 
 
 
 

指 

導 

案 
実
施
日 

 

平
成
十
五
年
十
月
十
七
日
（
金
）
二
校
時 

実
施
ク
ラ
ス 

普
通
科 

二
年
Ｅ
組
（
三
十
四
名
） 

指
導
者 

 

教
諭 

 
 

大 

石 

敦 

子 
科
目
名 

古
典
講
読 

指
導
領
域 

「
読
む
こ
と
」 

単
元
名 

徒
然
草 

教
材
名 

古
典
随
筆
選
（
筑
摩
書
房
）
『
徒
然
草
』「
さ
し
た
る
こ
と
な
く
て
」
（
第
一
七
〇
段
）

指
導
事
項 
文
章
や
作
品
に
表
れ
た
思
想
や
感
情
を
的
確
に
読
み
と
取
り
、
生
活
や
人
生
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
。 

単
元
の
目
標 

一 
優
れ
た
古
典
随
筆
作
品
で
あ
る
『
徒
然
草
』
の
文
章
を
適
切
に
音
読
（
朗
読
）
で
き
、
表
現
に
即
し
た
的
確
な
口
語
訳
が
で
き
る
力
を
育
て
る
。 

二 
他
の
章
段
に
も
触
れ
な
が
ら
筆
者
の
思
想
、
筆
者
の
目
指
す
生
き
方
を
読
み
取
り
、
柔
軟
で
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
の
見
方
が
現
代
の
自
分
の
生
き
方
に
も
通
じ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

評
価
の
観
点
と 

評
価
の
規
準 

「
読
む
能
力
」 

…
…
…
…
…
語
句
の
意
味
・
用
法
を
理
解
し
な
が
ら
、
古
典
文
章
の
適
切
な
音
読
（
朗
読
）
が
で
き
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

筆
者
の
心
の
動
き
を
表
現
に
即
し
て
丹
念
に
と
ら
え
な
が
ら
、
筆
者
の
も
の
の
見
方
を
的
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
関
心
、
意
欲
、
態
度
」
…
『
徒
然
草
』
と
筆
者
に
対
す
る
興
味
関
心
を
更
に
深
め
、
自
己
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
他
の
章
段
も
積
極
的
に
読
も
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
る
。 

年
間
指
導
計
画 

に
お
け
る
位
置 

付
け 

 

古
典
講
読
で
は
、
教
科
書
に
採
用
さ
れ
て
い
る
『
徒
然
草
』
と
『
枕
草
子
』
を
中
心
に
講
読
を
進
め
て
い
る
。「
書
く
こ
と
」「
話
す
こ
と
」
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
一
つ
の
作
品
を
集
中
し

て
読
み
進
め
る
こ
と
で
、
古
典
作
品
の
世
界
を
深
く
読
み
味
わ
う
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
一
期
は
文
法
の
基
本
事
項
の
復
習
を
し
、『
徒
然
草
』
を
読
ん
だ
。
二
期
は
『
枕
草
子
』
を
読
み
、

三
期
は
再
び
、『
徒
然
草
』
を
読
む
。
一
期
で
親
し
み
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
作
品
で
は
あ
る
が
、
三
期
に
は
筆
者
の
人
間
の
捉
え
方
、
も
の
の
見
方
を
更
に
理
解
す
る
と
共
に
、
現
代
の
我
々

の
生
き
方
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
作
品
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
を
通
し
、
随
筆
を
よ
り
深
く
読
み
味
わ
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。 

単
元
「
さ
し
た
る 

こ
と
な
く
て
」 

の
指
導
計
画 

一
時
間
目
…
本
文
を
読
み
、
内
容
の
概
略
を
把
握
す
る
。
学
習
プ
リ
ン
ト
（
一
）
で
重
要
な
語
句
の
意
味
・
用
法
を
確
認
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
時
間
目
…
本
文
を
口
語
訳
す
る
。
主
な
助
動
詞
の
文
法
的
意
味
と
用
法
を
確
認
す
る
。 

三
時
間
目
…
他
人
と
の
付
き
合
い
に
つ
い
て
、「
作
文
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
メ
モ
」
を
も
と
に
作
文
し
、
自
分
の
生
き
方
、
他
人
と
の
関
わ
り
方
を
振
り
返
る
。 

四
時
間
目
…
学
習
プ
リ
ン
ト
（
二
）
で
徒
然
草
の
他
の
章
段
の
記
述
（
口
語
訳
）
を
読
み
、「
他
人
」
と
「
自
分
」
に
関
わ
る
兼
好
法
師
の
考
え
を
理
解
す
る
。 

五
時
間
目
…
兼
好
法
師
の
目
指
す
生
き
方
を
踏
ま
え
て
こ
の
章
段
の
主
題
を
つ
か
み
、
現
代
や
自
分
の
生
き
方
に
引
き
つ
け
て
本
文
を
読
み
味
わ
う
。 

【
本
時
】 

本
時
の
目
標 

冒
頭
と
末
尾
の
記
述
を
比
較
し
、
筆
者
が
時
間
の
浪
費
に
つ
い
て
は
否
定
し
な
が
ら
も
、
気
の
合
う
他
人
と
の
心
の
交
流
は
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
（
主
題
の
把
握
）
、
筆
者
の
柔
軟

な
も
の
の
見
方
・
思
想
が
、
現
代
や
自
己
と
ど
う
関
わ
っ
て
く
る
か
を
考
え
、
文
章
を
読
み
味
わ
う
。 

学 
習 

活 

動 

過
程 

指
導
内
容 

指 

導 

者 

学 

習 

者 

評
価
の
規
準
と
評
価
方
法 

導 入 

・
前
時
の
内
容
の
復
習 

・
本
時
の
学
習
目
標
の
確

認 

昨
日
ま
で
の
学
習
内
容
を
振
り
返
ら
せ
る
。 

本
時
の
学
習
課
題
を
提
示
す
る
。 

①
本
文
の
冒
頭
と
末
尾
の
内
容
を
比
べ
る
と
ど
の
よ
う

な
関
係
に
な
っ
て
い
る
か
。 

②
現
代
の
我
々
の
問
題
と
本
文
の
主
題
は
ど
う
関
わ
る

か
。 

学
習
プ
リ
ン
ト
（
二
）
で
、
本
文
に
関
わ
る
他
の
章
段
の

内
容
を
確
認
す
る
。 

 

本
時
の
学
習
課
題
①
、
②
を
確
認
す
る
。 

  

・
前
時
の
学
習
内
容
を
想
起
し
、
学
習
に

向
か
う
姿
勢
が
で
き
て
い
る
か
。
〔
発

言
・
観
察
〕 

展     開 

・
本
文
の
朗
読 

①
本
文
の
冒
頭
と
末
尾

の
内
容
の
整
合
性
に
つ

い
て
の
検
討 

     

・
兼
好
法
師
の
目
指
す
生

き
方
に
つ
い
て
の
理
解 

 

・
兼
好
法
師
が
他
人
（
友

人
）
に
求
め
る
も
の
に
つ

い
て
の
理
解 

 

・
主
題
の
把
握 

  

②
主
題
を
踏
ま
え
た
上

で
の
、
現
代
の
我
々
の
抱

え
る
問
題
と
兼
好
の
考

え
方
と
の
関
連
性
の
検

討 

      

・
教
科
書
本
文
を
指
名
読
み
さ
せ
る
。 

学
習
課
題
① 

冒
頭
と
末
尾
の
内
容
を
比
較
す
る
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

言
え
る
か
、
考
え
さ
せ
る
。 

  

矛
盾
を
感
じ
る
と
す
れ
ば
ど
の
点
か
を
指
摘
さ
せ
、
矛
盾

か
ど
う
か
を
検
証
す
る
こ
と
を
示
す
。 

 

初
め
の
三
行
の
理
由
・
根
拠
に
当
た
る
部
分
を
確
認
さ
せ
、

「
よ
ろ
ず
の
…
益
な
し
」
に
つ
い
て
、
筆
者
が
考
え
る
「
益
」

の
あ
る
時
間
の
過
ご
し
方
を
想
起
さ
せ
る
。 

＊
資
料
で
の
学
習
を
踏
ま
え
る 

終
わ
り
の
三
行
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
人
」
と
は
ど
の
よ

う
な
人
の
こ
と
か
、
考
え
さ
せ
る
。 

 

＊
資
料
で
の
学
習
を
踏
ま
え
る 

一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
矛
盾
で
は
な
く
筆
者
の

求
め
る
生
き
方
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

 

学
習
課
題
② 

こ
の
章
段
の
主
題
を
確
認
さ
せ
る
。 

現
代
の
私
達
に
と
っ
て
有
効
な
ア
ド
バ
イ
ス
と
な
る
の
は

冒
頭
と
末
尾
と
、
ど
ち
ら
の
内
容
だ
と
考
え
る
の
か
、
班

毎
に
検
討
さ
せ
発
表
さ
せ
る
。
理
由
・
根
拠
も
示
さ
せ
る
。

 

現
代
の
我
々
の
生
き
方
を
振
り
返
ら
せ
、
筆
者
の
述
べ
て

い
る
こ
と
が
我
々
の
生
き
方
に
示
唆
を
与
え
る
こ
と
を
認

識
さ
せ
る
。 

作
文
で
出
さ
れ
た
話
題
を
提
示
し
、
自
分
達
に
と
っ
て
も

対
人
関
係
の
在
り
方
は
切
実
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。 

・
本
文
の
音
読
（
朗
読
） 

学
習
課
題
① 

両
者
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
発
言
す
る
。 

 

《
予
想
さ
れ
る
回
答
》 

○
矛
盾
が
あ
る 

○
訪
問
す
る
時
と
さ
れ
る
時
の
違
い 

○
用
事
が
あ
る
時
と
特
に
な
い
時
の
違
い 

  

兼
好
法
師
が
仏
道
に
専
心
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
こ

と
を
確
認
す
る
。 

 

心
の
通
じ
合
う
「
人
」
と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
た
こ

と
を
理
解
す
る
。 

 

冒
頭
と
末
尾
と
は
矛
盾
せ
ず
、
目
的
あ
る
訪
問
を
す
る
時

の
心
得
と
、
用
件
や
時
間
に
縛
ら
れ
な
い
、
心
の
通
う
人

と
の
自
由
な
交
流
の
喜
び
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
。 

 
 学

習
課
題
①
を
踏
ま
え
、
学
習
課
題
②
に
つ
い
て
考
え
る
。

班
ご
と
に
検
討
し
、
意
見
を
ま
と
め
る
。 

代
表
者
は
班
の
意
見
と
そ
の
理
由
・
根
拠
を
発
表
す
る
。

《「
冒
頭
」
に
偏
る
と
予
想
さ
れ
る
》 

 

ど
ち
ら
も
我
々
の
生
き
方
に
示
唆
を
与
え
る
こ
と
を
認
識

す
る
。 

 

作
文
の
内
容
を
想
起
し
、
主
題
が
自
分
の
生
き
方
と
も
関

わ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。 

 

・
適
切
な
音
声
で
本
文
を
音
読
（
朗
読
）

で
き
て
い
る
か
。
朗
読
を
聴
く
態
度
が
で

き
て
い
る
か
。
〔
観
察
〕 

 
 

     

・
既
習
の
章
段
や
資
料
か
ら
読
み
と
れ
る

筆
者
の
も
の
の
見
方
、
理
想
と
す
る
生
き

方
に
つ
い
て
、
理
解
で
き
た
か
。〔
発
言
・

観
察
〕 

 

・
筆
者
の
生
き
方
を
理
解
し
た
上
で
、
本

文
の
主
題
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
か
。

〔
発
言
・
観
察
〕 

 

・
班
ご
と
の
話
し
合
い
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
か
。 

・
全
体
で
の
発
表
の
場
で
、
積
極
的
に
発

言
し
、
ま
た
、
他
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、

検
討
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
が
あ
る
か
。〔
発
言
・
観
察
〕 

・「
自
分
」
と
「
他
人
」
と
の
関
わ
り
方

が
兼
好
の
時
代
も
現
代
も
生
き
方
に
お

け
る
課
題
で
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
た

か
。〔
発
言
・
観
察
〕 

本 時 の 学 習 指 導 計 画 

終 結 

・
本
時
の
ま
と
め 

 

本
時
の
学
習
を
振
り
返
ら
せ
、
こ
の
章
段
の
ま
と
め
と
し

て
本
文
を
斉
読
さ
せ
る
。 

『
徒
然
草
』
の
他
の
章
段
へ
の
興
味
を
喚
起
さ
せ
る
。 

一
斉
読
み
。 

本
時
の
学
習
を
振
り
返
り
、
筆
者
と
自
分
と
の
間
に
時
代

を
超
え
て
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
読
み
取
る
。 

次
時
の
学
習
内
容
を
確
認
す
る
。 

・
適
切
な
朗
読
が
で
き
た
か
。
兼
好
の
思

想
を
理
解
し
、
自
分
の
生
き
方
と
関
わ
ら

せ
て
読
む
こ
と
が
で
き
た
か
。〔
発
言
〕

＊
添
付
資
料 

 
 

１
「
さ
し
た
る
こ
と
な
く
て
」
本
文 

 

２
学
習
プ
リ
ン
ト
（
一
）
（
二
） 

 

３
作
文
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
メ
モ 

 

４
生
徒
作
文 






